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​製品・サービス名​
​AIM Red ：​​攻撃シミュレーションおよび脆弱性テストエンジン​

​AIM Guard ：​​リアルタイム防御およびポリシー制御エンジン​

​起業の動機​
​生成モデルの強力さと脆弱性を認識し、サービスの革新を阻害せずにモデルレベルでの​

​　 セキュリティを提供するミドルウェアを目指して、AIMを設立​

​製品・サービス紹介​

​O​ ​製品​

​‐​​AIMレット/AIの安全性を検証するストレステストソリューション​

​　・​​309,000件以上の攻撃パターンを用いてLLMを検証​

​　・主要モデルに対して100％の攻撃検出率を達成​

​　・AIシステムの脆弱性を事前に特定・分析し、リスクを可視化​

​　・攻撃の検知・評価層を提供​

​‐​​AIMガード/​​AI安全性の構築と防御ソリューション​

​　・​​攻撃防御率99％​

​　・自然言語によるポリシー設定が可能（専門知識不要）​

​　・ゼロレイテンシー構造により応答遅延なし​

​　・運用中のAIモデルをリアルタイムで保護・制御​

​‐​​二僧防御アーキテクチャー​

​　・両製品を組み合わせることで、AIモデルの完全なセキュリティフレームワークを構築​

​O​​ターゲット市場・規模・将来性​

​-​ ​金融・通信・医療など高いセキュリティ要求を持つ産業領域での導入実証​

​-​ ​各企業が生成AIを安全かつコンプライエンスに準拠した形で展開可能​

​O​​競合優位性、新規性、独自性​

​-​ ​自動化されたフレームワークは、advbenchベンチマークでClaude 3.7 Sonnetで​

​100%の攻撃成功率を含む最高実績を達成​

​-​ ​グローバルレッドチームコミュニティ(BASI)の唯一の企業パートナーとして、LLM・​

​VLLM・物理AIなど多様な分野のデータ収集を支援​

​-​ ​単なるセキュリティ市リューションではなく、研究・検証・グルーバル協業を融合した​

​独創的なレットチームアプローチ​

​-​ ​AIセキュリティ分野における唯一無二のポジジョンを確立​
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